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研究成果の概要 

本プロジェクトでは、多孔性金属錯体(MOF)の一次元細孔を利用することで、ポリアセンの合成

に取り組んできており、昨年度までにポリアセンの前駆体高分子の合成に成功している。今年度は、

前駆体に加熱処理を施すことで、ポリアセンに変換し、その構造・物性評価を行った。各種分光測

定的手法によってポリアセンの構造を詳細に解析したところ、長いものではベンゼン環が数十個以

上繋がっていることが示唆され(平均個数は 19 個)、これまでの最長記録を大幅に更新することに

成功した。さらに、一杉グループと協力し、ポリアセンの安定性と磁性の一端を明らかにした。今後

は、越野・一杉グループと協力しながら、ポリアセンのトポロジカル物性を解明していく。 

また、MOF とゲスト分子の特性が協奏的に作用することで、新規なナノハイブリッド材料創製が

可能になる。今年度は、キラルな MOF に GNR を取り込ませることで、MOF のキラル情報を GNR

へと転写することに成功した。今後は、キラル選択スピン輸送能など、キラル複合材料のキラル特

性を明らかにし、デバイス応用も視野に入れて、研究を推進する予定である。 

また GNRデバイスを基板上に実現のため、本プロジェクトでは鋳型となるMOFを基板上に薄

膜合成の実現に取り組んでいる。今年度は、赤外パルスレーザー堆積法と溶媒雰囲気でのアニー

ル処理を組み合わせ、真空下の安定性の高いMOFである HKUST-1の配向膜合成、また電気

伝導性MOFである Cu3(HHTP)2の配向膜合成を達成した。さらに、ミスト化学気相成長法(ミスト

CVD法: 液相法と気相法の特徴を合わせ持った手法)により、ガラス基板上に HKUST-1多結晶

薄膜を合成することに成功した。今後、MOF薄膜への分子導入やポリアセン合成に用いるMOF

の薄膜合成への展開を予定している。 

 将来実現を目指す GNRネットワーク構造について、基底状態を理論的に解析する取り組みも進

展している。GNRネットワークは接合部のトポロジカル局在状態の数によって特徴づけられるが、

N=2の場合は平坦バンドを含む新規な砂時計型のバンドが生じる。本年度はハートリーフォックハ

バードモデルを用いて、電子数に応じて多様な秩序状態が生じることが確かめられた。また原子層

超格子系として関連の深いモアレグラフェンや hBN系での電子状態およびフォノン状態について

の理論を構築した。今後はモアレグラフェンのリボンの新規物性の理論開拓に挑む。 
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